
立

教

経

済

学

研

究

総
目
次
穴
十
周
年
記
念
号
第
八
巻
第
二
号
以
降
)

第
九
巻

論

文

「
資
本
主
義
の
基
本
的
マ
矛
盾
」

に
つ
い
て
の
簡
単
な
考
察
(
完
)
・
:
:
・
j
i
-
-
-
山
本
二
三
丸

『
資
本
論
』
の
体
系
と
著
述
プ
ラ
ン
(
承
前
)
j
i
-
-
:
:
-
三

宅

義

夫

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る

民
主
主
義
と
民
族
独
立
の
闘
い
〈
二
)
j
i
-
-
:
:
宇
治
問
富
造

民
法
学
研
究
に
つ
い
て
の
一
考
察
:
・
:
f
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
宮

川

澄

資
料
・
紹
介

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
つ
一
)
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
神
野
湾
一
郎

F
T
S報
告
「
重
役
兼
任
」
:
・
〉
:
:
・
7

・
;
:
:
-
j
i
-
-
4

立
入
広
太
郎

戦
後
日
本
に
お
け
る
会
計
監
査
制
度
に
つ
い
て
つ

G
i
-
-
中

村

清

ー
と
く
に
証
券
取
引
引
法
に
よ
る
公
認
合
計
士

の
監
査
制
度
に
つ
い
て

l

s
・
p
-
ガ

l
ナ
1
著
「
原
価
計
算
発
達
夫
」
に
つ
い
て
・
・
敷
田
雄
二

第
九
巻
第
二
号
昭
和
三
十
一
年
一
月

論

文

再
生
産
論
:
:
:
・
・

;
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:
・
・
:
山
本
二
三
丸

第
一
号

昭
和
三
十
年
五
月

い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
」
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構
j
i
-
-
:
;
・
:
:
近
藤

!
運
搬
賦
役
を
中
心
と
し
て
|

十
九
世
紀
末
葉
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
工
業
会
計
制
度
の
発
展
-
a
i
-
-
:
j
a
-
-
;
敷
田

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る

民
主
主
義
と
民
族
独
立
の
闘
い
(
一
二
)
:
:
:
・
・
;
宇
治
田
富
造

民
法
学
研
究
に
つ
い
て
の
一
考
察
(
二
)
:
:
・

:
:
:
j
i
-
-
宮

川

澄

国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
・
藤
田
武
夫

!
現
段
階
に
お
い
て
地
方
自
治
を
い
か
に
促
え
る
か

l

資

料

F
T
S
「
報
告
重
役
兼
任
」
(
二
)
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
:
立
入
広
太
郎

第
十
巻
第
一
号
昭
和
三
十
一
年
六
月

論

文

一
八
四
七
年
恐
慌

j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
;
三
宅

ー
『
資
本
論
』
第
三
部
第
五
篇
の
解
明
の
た
め
に

l

十
二
、
三
世
紀
開
墾
地
域
に
お
け
る

村
落
共
同
体
の
形
成
過
程
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
・
鵜
川

晃
肩豊義

夫馨

五
七



!
英
国
東
部
の
一
世
俗
領
に
関
す
る
分
折

i

民
法
学
研
究
に
つ
い
て
の
一
考
察
(
完
)
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
宮
川

展

望

『
全
集
』
以
後
の
リ
ス
ト
研
究
:
・
:
:
:
・
:
・
:
:
:
:
:
・
小
林

第
十
巻
第
二
号
昭
和
三
十
一
年
十
一
月

論

文

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の

恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク

λ
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
:
・
一
一
一
宅
義
夫

市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
五
)
:
・
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
J
J
・
-
山
本
二
三
丸

ー
価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て

ア
メ
リ
カ
ヱ
業
会
計
制
度
確
立
過
程
に
お
け
る
諸
問
題
:
:
・
数
回
趨
ニ

ー
「
独
占
成
立
・
拡
大
期
型
」
工
業
会
計
制
度
の
特
徴
に
つ
い
て
・
:

紹

介

M
-
E
キ
ャ
ラ
ス

l
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著
「
中
世
の

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
l
ズ
」
:
・
・
近
藤

第
十
巻
第
三
号
昭
和
三
十
二
年
二
月

論

文

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
賃
銀
:
・
・
:
・
:
:
・
:
・
・
・
・
小
林

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
)
:
;
・
:
一
二
宅

蓄
蔵
貨
幣
論
つ
一
)
・
:
・
・
:
・

:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
小
林

民
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
公
共
の
福
祉
』

理
論
に
つ
い
て
・
・

:
:
:
-
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
・
宮
川

威義
雄夫

五
七

澄

展

望

十
二
世
紀
「
金
納
化
」
問
題
:
・
:
:
・
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
返
藤

ポ
ス
タ
ン
と
レ
ナ
l
ド
の
論
争
を
中
心
と
し
て

i

第
十
一
巻
第
一
号
昭
和
三
十
二
年
六
月

論

文

市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
完
)
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
:
:
山
本
二
三
丸

f

価
値
法
則
論
を
中
心

l

一
八
五
七
年
恐
慌
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
i
t
-
-
-
・
:
・
:
・
:
:
・
:
コ
一
宅
義
夫

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
賃
銀
つ
一
)
:
唱
・
:
・
:
;
・
:
小
林
昇

初
期
ウ
ェ

l
パ
l
の
資
本
主
義
成
立
史
論

:
i
:
:
:
:
:
住

谷

一

彦

ド
イ
ツ
資
本
主
義
社
会
分
析
に
関
す
る
思
想
体
系
研
究
序
論
|

企
業
の
成
長
と
経
営
の
多
角
化
・
...... .
 

1

経
営
結
合
へ
の
諸
契
機
に
関
す
る
覚
え
書
l

民
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
公
共
の
福
祉
』
理
論

に
つ
い
て
(
完
)
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
宮

川

澄

第
十
一
巻
第
二
号
昭
和
三
十
二
年
十
一
刀

論

文

「
平
均
利
潤
の
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
・
・
:
山
本
二
三
丸

一
八
五
七
年
恐
慌
つ

ci--・
:
:
:
:
・
・
・
・
:
・
・
:
・
:
・
三
宅
義
夫

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
「
土
地
制
度
」
論
:
:
j
i
-
-
・
:
住
谷
一
彦

予
算
統
制
制
度
の
生
成
史
序
論
;
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
敷
田
建
二

企
業
の
成
長
と
経
営
の
多
角
化
合
己

:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
宮
川
宗
弘

市
民
法
の
生
成
と
解
体
:
:
i
・e

・-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
宮

川

澄

晃

昇晃昇:澄



展
望
・
紹
介
・
資
料

十
二
世
紀
の
「
金
納
化
」
問
題
つ

C
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
7
:
:近
藤

「
恐
慌
論
」
に
関
す
る
最
近
の
二
文
献
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:川
鍋

伊
豆
国
賀
茂
郡
宇
佐
美
村
杉
山
家
文
書
目
録

附
論
近
世
一
半
農
半
漁
村
に
お
け
る
領
主
の
支
配
構
造

第
十
一
巻
第
三
号
昭
和
三
十
一
一
一
年
二
月

論

文

「
平
均
利
潤
の
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
(
二

Y
・
山
本
二
三
丸

ー
価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て

一
八
五
七
年
恐
慌
(
三
〉
:
:
:
:
:
・
・

:
j
・
:
・
・
・
・
・
:
コ
一
宅
義
夫

フ
リ

i
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
「
土
地
制
度
」
論
つ
一
)
・
・
:
住
谷
一
彦

i
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
土
地
制
度

に
関
す
る
思
想
史
的
研
究
の
一
試
論
l

市
民
法
の
生
成
と
解
体
つ

C
i
-
-

・
・
・
・
:
・
:
:
:
:
吉
川
澄

紹

介

0

・M
二
ア
イ
ッ
カ

i
ソ
ン
著

『
航
海
条
令
と
ア
メ
リ
カ
革
命
』
・

j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
・
:
宇
治
由
富
造

ω由
自
由
吋
河
同
ロ
宮
口

ω四
回
ご
、

H
d叩
開

2
2
0
5
-
n目
え

ω山
門
』
回
目
叩
田

ω
8
5
2
:
:
:
:
:
:
i
・e
・--ji---
小
林

第
十
二
巻
第
一
号
昭
和
三
十
三
年
六
月

論

文

昭
和
十
五
年
の
地
方
税
制
改
革
・
.............................. ・
・
藤
田

!
国
家
独
占
資
本
主
義
と
地
方
収
入
の
構
造
l

正
敏 晃

武
夫 昇

一
ー
平
均
利
潤
の
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
三
〉
:
・
山
本
二
三
丸

価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て

l

一
八
五
七
年
恐
慌
(
四
)
:
:
:
・
・
:
・
・

:
:
j
i
-
-
-
:
三

宅

義

夫

重
商
主
義
解
体
期
に
お
け
る
貨
幣
・
貿
易
理
論
・
・

:
:
j
i
-
-
-
小

林

昇

!
羽
鳥
卓
也
氏
の
新
説
に
つ
い
て
|

研
究
ノ

l
ト

分
権
的
経
営
管
理
の
展
開
:
:
:
:
:
:
:
・
:
・
・
・
・
宮
川
宗
弘

。
E
E
-
2
に
よ
る
実
証
的
研
究
の
紹
介
を
か
ね
て

l

E
Eロヨ日ロ伽

:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-

・
:
・
・
住
谷
一
彦

!
文
化
成
長
。
己

z
g
C
5
4司
吾
に
関
す
る
一
考
察

第
十
二
巻
第
二
号
昭
和
三
十
三
年
十
月

論

文

一
平
均
利
潤
の
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
の
法
則
」
(
完
)
・
山
本
二
三
丸

1
1

価
値
法
刻
論
を
中
心
と
し
て
|

「
鋳
貨
準
備
金
」
に
つ
い
て

:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・E

・E

・
-
:
・
:
:
:
小
林

改
革
前
わ
が
国
小
作
料
の
地
代
論
的
考
察

:
:
:
-
J
J
・
-
-
井
上

市
民
法
の
生
成
と
解
体
会

G
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
i
・e

・
-
-
:
・
:
宮
川

研
究
ノ

i
ト

「
固
定
資
本
の
更
新
」
お
よ
び
「
資
本
主
義
的

生
産
の
制
限
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
・
・
:
・
・
・
川
鍋

中
世
家
族
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
の
一
動
向
:
:
:
j
i
-
-
:
・
鵜
川

第
十
一
一
巻
第
一
一
一
号
昭
和
三
十
三
年
十
二
月

文

論

五
七
三

周威
澄八雄

正
馨敏



ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア

l
ト
と
グ
レ
ゴ
リ
イ
・

キ
ン
グ
-
j
i
-
-
:
:
:
・
・
・
:
:
:
:
:
:
:
・
:
小
林

l
ス
テ
ュ
ア
!
ト
に
お
け
る
経
済
循
環
の
把
握
に
つ
い
て
|

一
八
五
七
年
恐
慌
(
五
)
・
・

j
i
-
-
:
:
・:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
三
宅

市
民
法
の
生
成
と
解
体
(
四
)
:
:
:
j
i
-
-
-
-
・:
:
j
i
-
-
-
宮
川

研
究
ノ

i
ト

戦
時
下
の
国
家
投
資
・
.......... -E
・・・・・・・・----------
.......... ・・・・藤田

|
日
本
に
お
け
る
悶
家
投
資
に
つ
い
て
の
一
覚
書
l

利
益
計
画
と
予
算
統
制
制
度
の
実
態
分
析
・
:
:
:
・
・
:
:
・
敷
田

分
権
的
経
営
管
理
の
展
開
会
苧

:
:
-
-
j
i
-
-
:
;
:
;
:
宮
川

ー
分
権
の
内
容
、
そ
の
限
界
に
つ
い
て
!

第
十
二
巻
第
四
号
e

昭
和
三
十
四
年
三
一
月

論

文

地
方
財
政
調
整
交
付
金
論
序
説
:
:
:
:
:
:
:
:
・
・
・
:
:
・
・
藤
田

ハ
ン
セ
ン
の
所
説
の
批
判
を
通
じ
て

i

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
・
・
・
・
:
・
山
本
二
三
丸

「
退
職
積
立
金
及
退
職
手
当
法
」
成
立
史
論
-
-
-
-
-
J
J
・
-
内
藤
則
邦

ー
日
本
労
働
保
護
立
法
の
一
研
究
|

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
と
旧
植
民
地
体
制
・
・
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
宇
治
田
富
造

十
コ
一
世
紀
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤
・

j
i
-
-
-
:
:
j
i
-
-
-
近
藤

l
封
建
的
市
場
構
造
〔
日
前
期
〕
把
握
へ
の
一
操
作
|

第
十
三
巻
第
一
号
昭
和
三
十
四
年
六
月

義
澄夫

武
夫

宗 J種
弘二

武
夫

論

文

ス
テ
ュ
ア

l
ト
『
原
理
』
の
歴
史
的
背
且
R
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
小
林

ー
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
斗
ア

I
ト
と
農
業
革
命
l

日
本
に
お
け
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
発
達

j

:

:

:
・
藤
田
武
夫

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
つ
一
)
:
:
:
・
山
本
二
三
丸

イ
ギ
リ
ス
京
商
主
義
と
旧
植
民
地
体
制
つ
一
)
:
j
i
-
-
:
:
宇
治
田
富
造

市
民
法
の
生
成
と
解
体
(
完
)
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
宮
川
澄

研
究
ノ

i
ト

「
農
民
的
分
割
地
所
有
」
の
基
礎
的
考
察
;
・
・
・
・
・
:
・
:
井
上
周
八

第
十
三
巻
第
二
号
昭
和
三
十
四
年
十
月

論

文

支
払
手
段
の
準
備
金
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
:
:
:
・
小
林
威
雄

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

:
J
J
・-
j
i
-
-
-
・
:
:
・
・
井
上
周
八

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
ハ
三
)
・
:
:
:
山
本
二
三
丸

十
一
二
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤
(
続
)
・
・
・
:
・
:
近
藤
晃

|
封
建
的
市
場
構
造
(
止
前
期
)
把
樫
へ
の
一
操
作
|

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
と
旧
植
田
山
地
体
制
全
己
・
-
・
・
:
・
:
宇
治
田
宮
造

日
本
に
お
け
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
発
達
つ
一
)
・
・
・
藤
田
武
夫

第
十
三
巻
第
一
-
一
号
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

論

文

ケ
ネ
!
の
「
経
済
表
」
に
つ
い
て
:
:
;
:
・
・

:
:
-
e
i
-
-
広

田

純

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
四
)
・
j
i
-
-
山
本
ニ
コ
一
丸

昇晃

五
七
四

昇



一
八
五
七
年
恐
慌

C
O
i
-
-
:
・・:・

-
j
i
-
-
:
・
:
:
・
:
・
三
宅

日
本
に
お
け
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
発
達
三
一
)
:
:
・
藤
田

社
合
法
の
構
造
と
理
念
・

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
E
・E・
-
-
:
:
宮
川

第
十
三
巻
第
四
号
昭
和
三
十
五
年
二
月
一
日

日

次

河
西
太
一
郎
先
生
近
影

刊
行
の
辞

第
一
部

労
団
員
論
の
根
本
問
題
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

ー
価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て
!

「
蓄
蔵
貨
幣
の
第
一
形
態
」
に
つ
い
て
・
:
:
・
・
・
・
:
・
:
・
小
林
成
雄

差
額
地
代
第
二
形
論
に
お
け
る

市
場
生
産
価
格
の
形
成
原
理
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
井

上

周

八

外
国
為
替
相
場
小
論
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
一
二
宅
義
夫

l
小
野
朝
男
氏
の
「
為
替
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
論
に
よ
せ
て
|

恐
慌
把
握
に
関
す
る
覚
え
書
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
・
・
川
鍋
歪
敏

ー
い
わ
ゆ
る
「
内
在
的
矛
盾
」
を
中
心
と
し
て

ス
テ
ュ
ア

i
ト
向
原
理
』
に
お
け
る
人
口
と
農
業
生
産
力
:
・
小
林
昇

マ
ル
ク
ス
の
「
生
産
的
労
働
」
論
・
・
・
:
:
・

j
i
-
-
:
:
:
・

広

田

純

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
の
ス

l
モ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
論
に
つ
い
て
:
:
・

:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
加
藤
誠
一

ソ
ヅ
ェ
ト
経
済
学
に
お
け
る

最
近
の
数
理
的
形
式
主
義
に
つ
い
て
j
-
・
:
:
:
・
山
田
耕
之
介

武義
澄夫夫

第
二
部

初
期
独
占
論
:
・
・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
;
:
:
:
大
塚

ー
そ
の
経
済
学
的
把
握
の
素
描
|

ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
度
発
生
の
一
考
察
・
:
:
:
:
:
;
:
:
:
:
:
宇
治
田
富
造

議
会
綜
画
と
小
土
地
所
有
に
関
す
る
覚
書
j
i
-
-
-
j
i
-
-
向
野
昇
一

一
八
・
一
九
世
紀
エ
ン
ク
ロ
ウ
ゾ
ュ
ア
研
究
i

ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」

的
土
地
改
革
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
j
i
-
-
-
j
i
-
-
松

田

智

雄

第
三
部

石
鹸
工
業
の
創
始
・
・
:
・
・
;
:
:
:
:
:
:
:
・
・
・
・
:
:
:
:
:
:
栂
西
光
速

ー
堤
石
鹸
製
造
場
に
つ
い
て

i

藤
田
農
場
の
成
立
と
崩
壊
:
:
・
:
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
J
i
-
-
:
近

藤

康

男

労
働
組
合
主
義
の
形
成
に
つ
い
て
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:内
藤

則

邦

日
本
財
閥
に
関
す
る
若
干
の
覚
書
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
・
:
立
入
広
太
郎

|
昭
和
十
二
年
の
三
井
物
産
i

財
源
調
整
強
化
論
の
地
位
;
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
・・・

i
・e

・
-
藤
田

!
「
財
政
調
整
」
か
ら
「
財
源
調
整
」
へ
!

第
四
部

ア
ジ
ア
研
究
と
先
進
資
本
主
義
国
用
の
い
わ
ゆ
る

一
般
理
論
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
i
-
-
j
j
i
-
-
-
:
-
飯
塚

東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
的
地
位
と
性
向
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
上
坂

!
日
本
貿
易
の
政
策
的
基
調
か
ら
み
た
る
|

港・・・・・・

香

向
井

五
七
五

久
雄

武
夫

酉浩梅
次



!
と
く
に
仲
縦
貿
易
近
年
の
動
向

l

ソ
同
盟
に
お
け
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
共
同
事
業
に
か
ん
し
て
・
池
田
頴
昭

I
G
染
料
と
ア
メ
リ
カ
資
本
・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
神
野
湾
一
郎

第
五
部

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
労
働
組
合
:
・
米
田
清
貴

時
間
研
究
を
中
心
と
し
て

近
代
割
賦
販
売
信
用
の
会
計
的
考
察
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
品

田

誠

平

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
中

村

清

第
六
部

労
働
刑
法
犯
罪
の
罪
質
と
犯
意
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
熊
倉
武

!
労
働
基
準
法
・
六
三
条
二
項
違
反
罪
に
関
連
さ
せ
て

l

農
家
の
相
続
形
態
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
:
:
・

宮

川

澄

ー
実
態
調
査
と
検
討
l

河
西
太
一
郎
先
生
略
歴
お
よ
び
著
書

第
十
四
巻
第
一
号
昭
和
三
十
五
年
六
月

論

文

絶
対
地
代
論
と
そ
の
問
題
点
・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
井

上

周

八

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
五
)
・
:
:
:
・
山
本
二
三
丸

一
八
五
七
年
恐
慌
(
七
)
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
一
二
宅
義
夫

「
蓄
蔵
貨
幣
の
第
二
形
態
」
に
つ
い
て
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
:
小

林

威

雄

石
田
梅
岩
の
思
想
と
そ
の
背
景
(
上
)
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
逆

井

孝

仁

ー
石
門
心
学
成
立
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
|

「
社
会
法
の
構
造
と
理
念
」
(
二
)

宮
)I[ 

五
七
六

澄

資

料

へ
ン
リ
l
・
へ
ス
の
経
営
計
画
論
(
一

)
j
i
-
-
・::Ei---
敷
田

第
十
四
巻
第
二
号
昭
和
三
十
五
年
十
月

論

文

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
完
)
・
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

ス
テ
ュ
ア

l
ト
『
原
理
』
に
お
け
る
「
利
潤
」
に
つ
い
て
・
:
小
林
昇

!
『
原
理
』
第
二
編
の
分
析
(
一

)
l

出円
B
Rロ
考
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
:
:
田
中
正
義

両
大
戦
聞
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業
の
独
占
(
上
)
:
:
:
山
本
秀
雄

研
究
ノ

i
ト

一
保
算
費
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
:
:
・
井
田
喜
久
治

!
流
通
費
の
研
究
(
一
)
|

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
住

谷

一

彦

ー
ア
ウ
グ
ス
ト
・

M
・
ク
ノ
ル
教
授
の
「
資
本
主
義
」
論

資

料

へ
ン
リ
l
・
へ
ス
の
経
営
計
画
論
(
二
)
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
敷
田
謹
二

第
十
四
巻
第
三
号
昭
和
三
十
五
年
十
二
月

論

文

「
優
等
地
の
絶
対
地
代
」
に
つ
い
て
:
・
・
・
:
:
・
:
:
・
・
・
井
上
周
八

一
八
世
紀
前
半
イ
ギ
リ
ス
金
属
工
業
の
生
産
構
造
・
:
・
:
:
大
河
内
暁
男

ー
い
わ
ゆ
る
一
七
五

O
年
の
「
鉄
条
令
」
に
つ
い
て
|

「
退
職
積
立
金
及
退
職
手
当
法
」
成
立
史
論
つ
一
)
:
:
:
:
・
内
藤

!
日
本
労
働
保
護
立
法
の
一
研
究
|

干し員日
邦



石
田
梅
岩
と
そ
の
背
景
(
下
)
:
:
:
:
:
・
;
:
逆
井

ー
石
門
心
学
成
立
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
1

分
権
制
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
-
プ
ラ
イ
ス
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
高
橋

社
会
法
の
構
造
と
理
念
♀
5
:
:
j
i
-
-
・:・・
j
i
-
-
・
:
:
宮
川

紹

介

イ
ギ
リ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料
ei--:
・
・
・
:
:
・
:
・
:
近
藤

今
|
キ
ャ
ラ
ス
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
の
近
業
に
よ
せ
て

l

第
十
四
巻
第
四
号
昭
和
三
十
六
年
二
月

論

文

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
一
)
:
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
山
本
二
三
丸

蓄
蔵
貨
幣
の
銀
行
へ
の
集
積
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
小

林

威

雄

恐
慌
把
握
に
関
す
る
覚
え
畜
:
:
:
・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
川
鍋
正
敏

ー
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
篇
第
十
五
章
を
め
ぐ
っ
て

i

議
会
イ
ン
ク
ロ
ウ
ジ
ャ
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察
:
・
岡
野

ー
一
八
・
一
九
世
紀
イ
シ
ク
ロ
ウ
ジ
ャ
研
究
|

両
大
戦
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業
の
独
占
(
下
)
:
:
:
山
本

紹

介

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』

:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
井
上

-
M
・
B
-
ロ
モ
ノ
ソ
フ
名
称
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
、

国
立
出
版
所
、
一
九
五
九
年
!

第
十
五
巻
第
一
号
昭
和
三
十
六
年
六
月

論

文

一
八
五
七
年
恐
慌
(
完
)

孝
仁

昭
澄三

秀
雄

秀
雄

周
ノス

~・
5己

義
夫 晃

賃
銀
論
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
?
(
前
篇
)
:
:
・
:
:
・
・
:
:
山
本
二
三
丸

ー
修
正
主
義
的
諸
偏
古
の
克
服
の
た
め
に

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
(
一
)
・
:
住
谷
一
彦

リ
ス
ト
「
農
業
・
工
業
・
商
業
の
関
係

な
ら
び
に
古
代
の
経
済
史
に
関
し
て
」
|

割
購
販
売
の
外
貌
と
内
包
・
:
:
;
・
:
i
・e

・-
-
:
j
i
-
-
-
・
:
:
・
品
目
誠
平

法
の
相
対
的
独
自
性
に
つ
い
て
ハ
一

)
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
宮
川
澄

紹

介

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)
:
:
:
:
;
:
・
井
上
周
八

i
M
・
B
・
ロ
モ
ノ
ソ
フ
名
称
モ
ス
ク
ワ

国
立
大
学
、
ゴ
ス
プ
ラ
ン
出
版
所
、
一
九
五
九
年

i

第
十
五
巻
第
二
号
昭
和
三
十
六
年
十
月

論

文

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
(
一
)
・
:
:
j
i
-
-
:
・
:
・
・

:
j
i
-
-
:
・
小
林
威
雄

}
八
六
六
年
年
法
慌
:
:
:
:
:
j
i
-
-
i
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
三

宅

義

夫

賃
金
論
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
?
(
後
篇
)
・
:
:
:
j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

-
修
正
主
義
的
諮
偏
向
の
克
服
の
た
め
に

l

両
大
戦
間
に
ち
け
る
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
独
占
形
態
(
一
)
・
:
山
本
秀
雄

研
究
ノ

l
ト

「
運
輸
費
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・:
;
j
i
-
-
:
:
;
・
:
井
田
喜
久
治

ー
流
通
費
の
研
究
(
二

)
i

資

料

経
済
に
お
け
る
数
学
的
方
法
・
・
:
:
・
・
:
・
;
:
・
:
-
J
i
-
-
:
山
田
耕
之
助

五
七
七



-
《
経
済
学
の
諸
問
題
》
一
九
六

O
年
八
号
i

第
十
五
巻
第
三
号
昭
和
三
十
六
年
十
二
月

論

文

資
本
予
算
の
基
本
問
題
-
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
E
i
-
-
:
高
橋

l
長
期
固
定
化
投
資
の
価
値
測
定
基
準
に
つ
い
て
|

一
九
世
紀
前
半
ウ
ィ
ル
ト
シ

r
毛
織
物
工
業
に
お
け
る

織
元
の
経
営
動
向
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
大
河
内
暁
男

l
ク
ラ

l
ク
家
の
経
営
方
祈
|

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
差
額
地
代
の
存
在
に
つ
い
て
:
:
:
井
よ
周
八

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
祭
つ
一
〉
:
:
・
:
・
:
:
j
i
-
-
山
本
二
一
一
一
丸

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
会
一
)
・
・

:
-
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
:
小
林
威
雄

法
の
相
対
的
独
自
性
に
つ
い
て
(
完
)
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
;
:
宮

川

澄

第
十
五
巻
第
四
号
昭
和
三
十
七
年
二
月

論

文

英
封
建
制
の
形
成
と
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
・
:
・
:
・
j
i
-
-
:
:
・
日
中
正
義

ソ
グ
エ
ト
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る

差
額
地
代
の
問
題
点
に
つ
い
て
:
:
:
・
j

i
・e

・
-
:
:
井
上
周
八

一
八
六
六
年
恐
慌
つ
一
)
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
三

宅

義

夫

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
二
一
)
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
・
山
本
二
三
丸

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
会
二
)
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
:
小

林

威

雄

旧
民
法
と
明
治
民
法
:
j
i
-
-
-
-
J
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
・

宮

川

澄

第
十
六
巻

文

昭

第
一
号

昭
和
三
十
七
年
五
月

論

五
七
八

独
占
段
階
に
お
け
る
地
方
自
治
・
..... 

|
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
変
遷
を
中
心
と
し
て
|

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
の
植
民
地
論
に
つ
い
て
:
:
j
E
i
-
-
:
宇
治
田
富
造

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
歴
史
的
認
識
に
つ
い
て
二
〉
・
:
住
谷
一
彦

ー
リ
ス
ト
「
農
業
・
工
業
商
業
の
関
係

な
ら
び
に
古
代
の
経
済
史
に
関
し
て
」
|

両
大
戦
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
独
占
形
態
(
二
)
・
・
山
本
秀
雄

一
八
六
六
年
恐
慌
合
一
v
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
・
:
・
・
:
三
宅
義
夫

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
(
四
)
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
J
i
-
-
小

林

威

雄

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
四
)
:
:
:
・
・

-
j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

第
十
六
巻
第
二
号
昭
和
三
十
七
年
七
刀

論

文

ス
チ
ュ
ア

i
ト
『
原
理
』
に
お
け
る

「
著
修
」
に
つ
い
て
ハ
一

)
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
小

林

昇

産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る

「
鉄
工
一
の
形
成
と
陶
冶
に
つ
い
て
・
:
・
j
i
-
-
:
・
内
藤
則
邦

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
基
本
的
性
格
と
成
立
の
条
件
:
:
・

J
i
-
-
:
・
宮
川
宗
弘

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
(
五
)
・

:
j
i
-
-
:
:
:

・
:
:
j
i
-
-
:
小

林

威

雄

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
五
)
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

旧
民
法
と
明
治
民
法
(
二
)
・
・
:
:
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
:
:
:
宮

川

澄

第
十
六
巻
第
三
号
昭
和
三
十
七
年
十
一
月

論

文

「
生
産
的
お
よ
び
不
生
産
的
労
働
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
:
:
:
広
田

藤
田

武
夫純



「
商
品
取
扱
資
本
」
に
つ
い
て
・
j
i
-
-
-
:
:
;
:
井
田
喜
久
治

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

l
パ
!
の
「
世
襲
財
産
」
論
:
:
j
i
-
-
:住
谷

一

彦

ー
「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
土
地
制
度
」
の
思
想
史
的
研
究
|

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
・
:
:
-
J
a
i
-
-
・
;
:
:
:
:
:
'
:
:
:
三
戸
公

企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ヤ
!
・
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
ヤ

l
の
意
義
;
:
-
j
i
-
-
:
:
品

田

誠

子

ス
テ
ュ
ア

l
ト
『
原
理
』
に
お
け
る

「
春
修
」
に
つ
い
て
(
二

)
:
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
小

林

昇

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
会
ハ
〉
:
:
・
:
:
・
:
:
;
:
山
本
二
三
丸

紹

介

N
-
N
・
コ
ゾ
ド
エ
フ

『
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係
』
・
:
:
・
・
井
上
周
八

第
十
六
巻
第
四
号
昭
和
三
十
八
年
二
月

論

文

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
:
:
・
j
i
-
-
-
:
:
山
本
二
三
丸

一
八
六
六
年
恐
慌
(
完
)
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
・
・
・
・
:
・
:
三
宅
義
夫

仁
斎
学
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
基
盤
:
・

:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-逆
井

孝

仁

「
盲
学
派
」
検
の
再
討
の
た
め
に
|

旧
民
法
と
明
治
民
法
会
己
・
:
・

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:

宮
川

第
十
七
巻
第
一
号
昭
和
三
十
八
年
六
月

論

文

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る

世
俗
領
の
研
究
:
:
:
・

:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
?鵜
川

澄

同
回
目

σ呂
ω
宏
司

o
a
E叩
の

出

0
5
3
3
0
8
領

|

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:井
上

周

八

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
つ
一
)
・
:
:
・
:
山
本
二
三
丸

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究

2
0
j
j
i
-
-
:

・
・
:
・
・
:
:
:
:
・
:
小
林
威
雄

ス
チ
ュ
ア

1
ト
『
原
理
』
に
お
け
る

「
書
官
修
」
に
つ
い
て
(
三
回
完
)
・

:
;
j
i
-
-
:
小

林

昇

旧
民
法
と
明
治
民
法
(
四
)
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:宮
川

澄

第
十
七
巻
第
二
号
昭
和
三
十
八
年
七
月

論

文

シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
の
再
評
価
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
・
:
・

:je--:
藤

田

武

夫

ー
地
方
税
財
制
度
改
革
案
を
中
心
と
し
て

「バ

l
ナ
ム
経
営
者
革
命
論
」
批
判
・
:
j
i
-
-
J
J
・
-
:
:
・
三
戸
公

白
木
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
二

)
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:井
上

局

八

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
一
二
)
:
:
:
:
・
山
本
二
三
丸

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
(
七
)
:
:
・

:
j
i
-
-
-
・
・
:
:
・

j
i
-
-
-
小

林

威

雄

旧
民
法
と
明
治
民
法
ハ
五
)
・

:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:
・

・

宮

川

澄

第
十
七
巻
第
三
号
昭
和
三
十
八
年
十
一
月

論

文

「
商
業
利
潤
一
に
つ
い
て

j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
井
田
喜
久
治

ス
テ
ュ
ア
!
ト
『
原
理
』
に
お
け
る
貨
幣
制
度
論
(
一
〉
:
小
林
昇

『
原
理
』
第
三
編
の
一
研
究

l

「
鉄
工
業
」
に
お
け
る
労
務
管
理
の
形
成
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
内
藤

「
寄
生
地
主
制
」
研
究
に
関
す
る
一
考
察
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
逆
井

馨

孝則
仁邦

五
七
九



ー
そ
の
分
析
方
法
の
再
検
討
に
つ
け
て

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
上

)
J
a
i
-
-
宇
治
田
富
造

l
Z白4
ー目

-
ω
g円
g
司
三
山
門
司
を
中
心
と
し
て

l

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
:
・
鵜
川
馨

-
]
出
向

σ己
目
白
骨
吋

22σ
戸

田

…

問

。

-a叩
門
口
町
田
田
領

蓄
蔵
貨
幣
の
研
究
(
八
・
完
〉
・

:
J
i
-
-
・:
:
:
-
J
i
-
-
小

林

威

雄

「パ

i
ナ
ム
経
営
者
革
命
論
」
批
判
(
下
)
・
:
:
・
・
;
:
:
・
三
戸
公

第
十
七
巻
第
四
号
昭
和
三
十
九
年
二
月

論

文

イ
ギ
リ
ス
ヱ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び

土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義
・.....•.•.. 

-
大
河
内
暁
男

ス
一
ア
ュ
テ

l
ト
『
原
理
』
に
お
け
る
貨
幣
制
度
論
(
二
〉
:
・
小
林
昇

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
四
)
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
全
己
・
:
j
i
-
-
:
:
i
j
i
-
-
井

上

局

八

ゴ
ー
ド
ン
「
ピ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判
:
:
:
:
三
戸
公

旧
民
法
と
明
治
民
法
公

0
・-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:宮
川

澄

研

究

価
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
形
に
つ
い
て

:
:
:
j
i
-
-
・
:
-
水
谷

|
い
わ
ゆ
る
「
転
形
問
題
」
の
検
討
|

ド
イ
ツ
「
三
H
A
革
命
」
期
の
独
占
問
題
(
一
)
・
:
:
:
・
肥
前

ー
っ
フ
ロ
イ
セ
ン
王
立
海
外
貿
易
会
社
」
を
め
ぐ
っ
て

l

第
十
八
巻
第
一
号
昭
和
三
十
九
年
六
月

謙
7台

栄

豆
入
。

論

文

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度

の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
一
)

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
蛍
(
中
)
・
:
・
宇
治
田
富
造

zs-白山
ωぢ
門
司
由
句
。
ロ
ロ
可
を
中
心
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び

土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義
(
二
〉
・
:
大
河
内
暁
男

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
五
)
・
:
:
:
山
本
二
三
丸

紹

介

社
会
主
義
に
お
け
る
地
代
:
:
:
:
:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
・
井
上
周
八

ー
『
経
済
学
の
諸
問
題
』
誌
上
に
お
け
る
地
代
論
争

(
一
九
六

O
年
五
月

1
六
二
年
十
月
)
に
寄
せ
ら

れ
た
未
発
表
論
文
L
」
手
紙
の
概
要

第
十
人
巻
第
二
号
昭
和
一
一
一
十
九
年
八
月

論

文

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
」
の
理
論
的
性
絡
会
ハ
)
・
・
・
・
山
本
二
一
二
丸

一
八
世
紀
初
演
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
植
民
地
経
営
(
下
)
・
:
:
宇
治
田
富
造

Z目
4
白
-
ω
g円
Z
H】

1
k
uー
を
中
心
と
し
て
!

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の

普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)
:
:
:
:
E
・E・-
j
i
-
-
:
敷
田

第
二
次
世
界
戦
争
に
お
け
る
東
ド
イ
ツ
の

敷
田

日豊穂



民
主
的
農
地
改
革
に
か
ん
す
る
二
、
三
の
問
題
・
:
上
杉
章
二
郎

仁
斎
学
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
基
盤
・
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
逆
井
孝
仁

ー
「
古
学
派
」
の
再
検
討
の
た
め
に

l

旧
民
法
と
明
治
民
法
(
完
)
:
:
-
j
i
-
-
:
:
j
a
i
-
-
j
i
-
-
宮

川

澄

第
十
八
巻
第
三
号
昭
和
三
十
九
年
十
二

A

論

文

「
資
本
と
し
て
の
貨
幣
」
に
つ
い
て
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
広

田

純

ー
宇
野
・
鈴
木
両
氏
の
利
子
論
の
検
討
|

初
期
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
ク
ソ
ン
国
家
に
野
け
る
王
領
:
:
:
i
・e-
田

中

正

義

ー
前
封
建
国
家
の
歴
史
的
性
格
そ
の
一
I
l
l
-

個
別
資
本
の
規
定
に
つ
い
て
;
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
・
:
:
;
:
:
三
戸
公

-
経
営
学
の
対
象

l

複
式
簿
記
の
形
成
論
理
の
検
討
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
茂

木

虎

雄

イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び

土
地
の
賃
貸
借
制
度
の
展
開
と
そ
の
意
義
合
己
:
:
:
大
河
内
暁
男

研

究

「
価
値
の
誘
導
(
色
叩
〉
Z
Z
5岡
弘

3
4『
2
Z
)」

に
つ
い
て
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
大
木

i
司
経
済
学
批
判
』
か
、
り
『
資
本
論
』
現
行
版

へ
い
た
る
改
訂
の
検
討
を
論
じ
て

-
国
資
本
主
義
分
析
の
基
本
的
意
味
に
つ
い
て
:
:
-
j
i
-
-
-
水
谷

ー
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
』

と
『
帝
国
主
義
論
』
と
の
検
討
!

啓
治

謙
治

第
十
八
巻

論

文

ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
思
想
の
研
究
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
・:一二戸

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の

普
及
運
動
に
つ
い
て
(
三
)
j
o
-
-
:
・:
:
j
i
-
-
敷
田

「
資
本
と
し
て
の
貨
幣
」
に
つ
い
て

2
3
:
・
:
:
:
;
:
:
:
広
田

ー
宇
野
・
鈴
木
両
氏
の
利
子
論
の
検
討
|

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
七
)
:
:
:
・
山
本
二
三
丸

初
期
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
ク
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民
:
:
・
・
:
田
中
正
義

!
前
封
建
国
家
の
歴
史
的
性
格
そ
の
一
一
l
i

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る

世
俗
領
の
研
究
会
U
i
-
-
・:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
鵜
川
馨

l
z与
冊
目
目
白
宏
司

oa吉
田
・
出
口
缶
四

3
2∞
領
|

石
門
心
学
の
意
義
と
限
界
:
:
:
・
・
・
・
・
:
:
:
・
:
:
:
・
:
:
逆
井
孝
仁

そ
の
通
俗
道
徳
へ
の
転
落
に
つ
い
て
|

一
九
四
六
年
四
月
東
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ド
イ
ツ

共
産
党
と
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
の
合
同
に
つ
い
て
:
・
上
杉
重
三
郎

研

究

両
大
戦
聞
に
お
け
る
ド
イ
ツ
独
占
資
本
の

再
編
と
経
済
改
策
(
上
)
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
岡
本

l
国
家
独
占
資
本
主
義
成
立
過
程
の
一
局
面

l

第
十
九
巻
第
一
号
昭
和
四
十
年
五
月

文

第
四
号

昭
和
四
十
年
二
月

論

五
八

ん¥
A 

市豊
純二

友
孝



日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
四
)
:
:
l
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
井
上
局
入

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
ハ
八
)
・
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

わ
が
国
に
お
け
る
「
簿
記
理
論
」
の
展
開
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
茂
木
虎
雄

研

究

両
大
戦
聞
に
お
け
る

ド
イ
ツ
独
占
資
本
の
再
編
と
経
済
政
策
(
中
)
・
同
本
友
孝

l
国
家
独
占
資
本
主
義
成
立
過
程
の
一
局
面
|

第
十
九
巻
第
二
号
昭
和
四
十
年
九
月

論

文

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
完
)
・
・
:
・
山
本
二
三
丸

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
五
)
・
:
:
:
:
:
・
・
・
・
:
・
井
上
周
八

研

究

両
大
戦
聞
に
お
け
る

ド
イ
ツ
独
占
資
本
の
再
編
と
経
済
政
策
(
下
〉
:
;
:
:
岡
本
友
孝

l
国
家
独
占
資
本
主
義
成
立
過
程
の
一
局
面
i

学

界

リ
ス
ト
文
献
と
リ
ス
ト
文
庫
:
:
j
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
小
林
昇

紹

介

紹
介
、
ヵ

i
ル
・
ド
レ
ク
ス
ラ
l
『
ド
イ
ツ
日
中
国
H
日
本

一
九
三
ニ

l
一
九
三
九
年
、
ド
イ
ツ
極
東
政
策
の
デ
ィ
レ
ム
マ
』

:
・
上
杉
重
二
郎

第
三
号

三ι
民間

第
十
九
巻

文

昭
和
四
十
年
十
二
月

五
八

近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
・

j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-宮
川

白
木
民
法
に
お
け
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
|

価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
労
働
分
量
に
ヴ
い
て
:
j
i
-
-
大
木

『
経
済
学
批
判
』
か
ら
『
資
本
論
』

現
行
版
へ
い
た
る
改
訂
の
検
討
を
通
し
て

資
産
評
価
の
歴
史
的
経
緯
:
:
j
i
-
-
-
・
:
・
・
:
・
・
:
・
茂
木

い
わ
ゆ
る
「
棚
卸
資
産
」
を
中
心
と
し
て
!

日
本
資
本
主
義
の
米
価
題
題

2
0
:
:
・・・・

0

・
-
J
J
・-井上

中
小
企
業
の
統
一
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及

運
動
に
つ
い
て
(
完
)
・
:
:
・
・
:
:
:
:
;
j
e
-
-
:
:
敷
田

研

究

ド
イ
ツ
「
三
月
草
命
」
期
の
独
占
問
題
つ
一
)
・
・
・
・
:
・
肥
前

i
「
プ
ロ
イ
セ
ン
王
立
海
外
貿
易
会
社
」
を
め
ぐ
っ
て

紹

介

青
年
リ
ス
ト
の
伝
記
的
諸
問
題
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
小
林

第
十
九
巻
第
四
号
昭
和
四
十
一
年
一
月

論

文

現
代
大
企
業
の
意
義
と
機
能
:
j
i
-
-
・
・

:
:
:
j
i
-
-
:
一三戸

ー
ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
思
想
批
判
!

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
・
:
:
・
:
E
E
-
-
j
i
-
-
:
・
高
橋
昭
三

i
割
引
現
金
流
入
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
を
中
心
と
し
て

l

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る

世
俗
領
の
研
究
会
π〉

-
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
:
・
目
鵜
川

澄
啓
治

虎
雄

周
/¥ 

種栄
昇公馨



!
日
目
白
ぴ
色
白
骨
司

0
2
5
5
の

同

0
5
0
2冊
目
的
領
|

日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
(
完
)
:
・

-
-
j
i
-
-
:
・
:
:
・
井
上

近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
(
二
)
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
宮
川

!
日
本
民
法
に
お
け
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
!

研
究
ノ

I
ト

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点
・
:
:
・
:
:
:
・
・
j
i
-
-
-
丹
羽

第
二
十
巻
第
一
号
昭
和
四
十
一
年
五
月

論

文

再
生
産
論
(
『
資
本
論
』
・
ニ
巻
三
篇
)
の
成
立

に
つ
い
て
ご
)
・
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
水
谷
謙
治

第
一
次
大
戦
直
後
の
日
本
労
働
組
合
研
究
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
内

藤

則

邦

簿
記
組
織
の
歴
史
的
発
展
:
・
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
茂

木

虎

雄

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)
・
:
:
j
i
-
-
:
・
:
高
橋
昭
三

-
割
引
現
金
流
入
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
を
中
心
と
し
て
|

書

評

産
業
革
命
史
の
新
研
究
二
点
:
・
j
i
-
-
:
:
:
・・

;
j
i
-
-
大
河
内
暁
男

第
二
十
巻
第
二
号
昭
和
四
十
一
年
七
月

故
須
之
内
品
士
口
先
生
追
悼
の
辞

故
須
之
内
品
吉
先
生
略
歴

論

文

流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
(
上
)
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
久
留
間

リ
ス
ト
「
農
地
制
度
」
の
前
史
と
周
辺
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
小
林

メ
l
ヨ
i
イ
ズ
ム
小
論
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
j
i
-
-
・
:
:
コ
一
戸

周
澄八

克
治公昇健

ー
疎
外
論
ノ

I
ト
l

地
方
公
営
企
業
と
独
立
幌
算
制
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
j
a
-
-
:
山
本

l
地
方
公
営
企
業
制
度
調
査
会
答
申
に
つ
い
て
|

再
生
産
論
「
『
資
本
論
』
二
巻
コ
一
篇
)
の
成
立

に
つ
い
て
つ
一
)
・
・
・
:
・
・
:
:
・
:
:
・
:
:
・
:
水
谷

近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
会
一
)
・

:
j
i
-
-
J
J
・
-
:
宮
川

日
本
民
法
に
お
け
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
|

資

料

ロ
i
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
産
業
的
発
展
』

(
同

D
g
H
L
H
H
O
S
E
a
-
E
O
宮
内
吉
田
丹
江
己
目
印
刷
三
耳
目

n
E
E問

同

ν
O
H
S
Y
F
O
H
}
N
-四
回
∞
坦
∞

-
H〈
+
由
日
)
・
:
:
:
:
:
肥
前
栄
一

国
際
通
貨
基
金

(
M
F
)
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
・
・
:
:
:
三
宅
義
夫

紹

介

マ
ル
ク
ス
の
「
恐
慌
ノ
!
ト
(
一
八
五
七
!
五
八
年
)
」
:
:
:
川
鍋
正
敏

第
二
十
巻
第
三
号
昭
和
四
十
一
年
十
二
月

論

文

マ
ル
ク
ス
の
地
代
範
鴫
へ
の
批
判
に
対
す
る
一
反
論
:
:
・
:
井
上
周
八

ー
新
沢
・
山
両
氏
の
所
説
に
よ
せ
て

「
人
間
の
運
輸
」
に
つ
い
て
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
・
:
:
:
:
・
:
井
田
喜
久
治

流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
(
中
)
:
・

:
j
i
-
-
:
・
:
久
留
間
健

再
生
産
論
(
『
資
本
論
』
二
巻
三
篇
)
の
成
立

に
つ
い
て
(
完
)
:
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
水
谷

近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
(
四
)
・
:
・

:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
宮
川

秀
雄

謙
澄治

謙
澄治

五
八
三



ー
日
本
民
法
に
お
け
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
|

研
究
ノ

I
ト

勘
定
学
説
研
究
に
つ
い
て
の
覚
え
書
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
茂
木

-
勘
定
学
説
研
究
の
方
法
を
中
心
と
し
て

l

資

料

国
際
通
貨
基
金

(
M
F
)
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
(
二
)
:
・
三
宅

国
際
社
会
史
研
究
所
所
蔵

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
草
稿
お
よ
び

読
書
ノ

l
ト
目
録
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
・
・
:
・
:
・
川
鍋

第
二
十
巻
第
四
号
昭
和
四
十
二
年
一
月

論

文

貨
幣
生
成
の
理
論
に
つ
い
て
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
小
林
威
雄

流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
(
下
)
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
久

留

間

健

「
人
間
の
運
輸
」
に
つ
い
て

2
3
・:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
井
田
喜
久
治

リ
ス
ト
「
農
地
制
度
」
の
前
史
と
周
辺
(
二
)
:
:
:
j
i
-
-
小

林

昇

ー
文
献
的
注
釈
|

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
完
)
:
j
i
-
-
j
i
-
-
高

橋

昭

三

!
割
引
現
金
流
入
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
を
中
心
と
し
て

l

近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
(
完
)
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
宮
川

!
日
本
民
法
に
お
け
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
|

資

料

国
際
通
貨
基
金

(

M

F
〉
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
つ
ニ
)
:
・
三
宅

第
二
十
一
巻
第
一
号
昭
和
四
十
二
年
五
月

虎
雄

義
夫

正
敏

義
夫

五
八
四

澄

論

文

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か

-
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

「サ

l
ヴ
ィ
ス
」
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
・
・
:
:
・
-
j
i
-
-
:
:
:
・
井
田
喜
久
治

十
七
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
会
計
事
情
:
:
:
:
:
:
茂
木
虎
雄

ー
近
代
会
計
成
立
過
程
の
一
駒

l

リ
ス
ト
「
農
地
制
度
」
の
前
史
と
周
辺
(
三
)
・
・
:
・
・
:
:
;
小
林
昇

ー
文
献
的
注
釈

i

研
究
ノ

l
ト

土
地
物
神
に
つ
い
て
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
;
:
井

上

周

八

資

料
回
-
h
v
F
・
回
同
ロ
可
口
一
回
向
白
九
万
四
白
Dphhh
同同町内師向』同九
b
b
宮
崎

N
q
U
可i
N

己
h

・
ヘ
曲
川
町
宮
内
町
民
E
H
N
H
U
H
えいご
H
U
九
問
団
・
:
宇
治
田
富
造

R
・
J
・
ラ

i
ナ

l
「
最
大
二

O
O会
社
(
金
融
会
社
を
除
く
)

に
お
け
る
所
有
と
支
配
、
一
九
二
九
年
と
一
九
六
三
年
と
の

比
較
」
リ
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
・
:
・
:
:
・
・
:
・
・
・
・
:
・
三
戸
公

第
二
十
一
巻
第
二
号
昭
和
四
十
二
年
七
月

論

文

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
っ
一
)
j
i
-
-
:
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義

貨
幣
生
成
の
必
然
性
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
小
林

研
究
ノ

l
ト

外
国
貿
易
の
理
論
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
(
上
)
:
:
:
:
:
:
丹
羽

:
山
本
二
三
丸

成
準

克
治



-
世
界
経
済
論
の
方
法
の
問
題
に
よ
せ
て
!

「
目
標
管
理
体
制
」
批
判
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
:
敷
田

-
予
算
制
度
の
さ
い
さ
ん
の
傾
向
と
関
連
し
て
|

ド
イ
ツ
コ
ニ
月
革
命
」
期
の
独
占
問
題
(
完
)
・

j
i
-
-
:
・
肥
前

ー
「
プ
ロ
イ
セ
ン
玉
立
海
外
貿
易
会
社
」
を
め
ぐ
っ
て

i

書

評

鵜
川
馨
著
『
中
世
英
国
世
俗
領
の
研
究
』

:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
山
田

三
一
戸
公
著
円
ア
メ
リ
カ
経
営
思
想
批
判
』

:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
武
村

山
之
内
靖
著
『
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
史
的
分
析
』

-
j
i
-
-
小
林

第
二
十
一
巻
第
三
号
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

論

文

マ
ル
ク
ス
紙
幣
減
価
論
の
理
解
の
た
め
に
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
久
留
間
健

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
一
一
一
)
:
:
:
:
:
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

-
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

租
税
特
別
措
置
の
形
成
と
構
造
(
上
)
-
-
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
・
和
田

十
九
世
紀
会
計
史
の
構
図
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-茂
木

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

:
j
i
-
-宮
川

研
究
ノ

i
ト

外
国
貿
易
の
理
論
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
(
下
)
:
:
:
:
;
:
舟
羽

世
界
統
済
論
の
方
法
の
問
題
に
よ
せ
て
!

第
二
十
一
巻
第
四
号
昭
和
四
十
三
年
一
月

論

文

現
代
日
本
の
米
価
問
題
:
:
:
:
・
j
i
l
-
-
-
j
i
-
-
-
d
i
-
-
:
・
井
上

穫栄欣
昇勇吾

虎八
澄雄東

克
治

園
川
八

ー
そ
の
「
虚
偽
」
と
「
真
実
」

i

銀
行
経
営
分
析
研
究
序
説
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
荒
川

ー
「
統
一
銀
行
経
理
基
準
」
を
め
ぐ
っ
て

i

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)
:
・
宮
川
澄

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
四
)
:
-
-
j
i
-
-
-
山
本
二
三
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

紹

介

国
H
河

Oω
出
H

V向
H
N
C
寸
〉
一
〉
U
〉
云

ωζ
日
，
出

.ω
巳
回
同
〉
同
凶

〉

ω口
町
匂
戸
叩
旨
冊
三
件
。
切
D
3
h
H円
羽
田
の
同
門
回
目
白
間

5
4弓
丘
町
担

。
ぽ
岳
山
山
田
件
。
内
仲
町
四
司
}
M
O
H
O

口
σ円
旬
以
可
・
;
:
:
:
小
林
昇

書

評

加
藤
誠
一
著
『
中
小
企
業
の
国
際
比
較
』
・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:水
野

武

福
島
俗
著
『
人
民
公
社
』

:
:
j
i
-
-
:
;
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
池
田
頴
昭

第
二
十
ニ
巻
第
一
号
昭
和
四
十
三
年
五
月

論

文

会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
J
i
-
-
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
:
:
・
茂
木
虎
雄

現
代
日
本
の
米
価
問
題
(
統
・
完
〉

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
井
上
周
八

ー
そ
の
「
虚
偽
」
と
「
真
実
」

l

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)
・
:
宮
川
澄

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
五
)
:
:
-
j
i
-
-
:
:
山
本
二
三
丸

-
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

第
二
十
二
巻
第
二
号
昭
和
四
十
三
年
七
月

文

邦
寿

論

五
八
五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ー
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て

中
世
英
国
の
農
民
保
有
地
と
農
家
相
続
・
.......... ----------・:鵜川

青
年
リ
ス
ト
と
ロ
イ
ト
リ
ン
グ
ン

-
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-
:
:
:
小
林

程
税
特
別
措
置
の
形
成
と
構
造
(
中
〉

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
和
田

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
四
)
・
:
宮
川

会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
ハ
続
・
完
)
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
:
茂
木

第
二
十
二
巻
第
三
号
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

論

文

正
し
い
批
判
は
い
に
か
あ
る
べ
き
か

2
0
・:
:
j
i
-
-
:
:
山
本
二
三
一
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
フ
た
修
正
主
義
|

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
〈
一
一
〉

:
:
:
-
j
i
-
-
-
:
・
:
:
:
井
上
周
八

l
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
|

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
五
)
:
・
宮
川
澄

租
税
特
別
措
置
の
形
成
と
構
造
(
下
)
・
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:和
田

八

束

資

料

ボ
ウ
ル
ト
ン
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
:
:
・
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
大
河
内
暁
男

第
二
十
二
巻
第
四
号
昭
和
四
十
四
年
二
月

論

文

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
「
合
U
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
井
上
周
八

ー
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
|

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
七
)
:
・
:
:
:
:
:
山
本
二
一
一
一
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義

i

:
:
:
:
・
井
上

馬
l¥.. 

虎八
雄澄束昇馨

五
八
六

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

2
3
・
:
宮
川

紹

介

イ
ギ
リ
ス
経
営
史
の
一
動
向
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・j
i
-
-
:
・
大
河
内
暁
男

-
M
-
w
・
プ
リ
ン
教
授
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

l

第
二
十
三
巻
第
一
号
昭
和
四
十
四
年
五
月

論

文

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
企
業
構
想
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
-
:
・
大
河
内
暁
男

ー
マ
シ
ュ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
場
合

i

商
業
利
潤
再
論
i
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
井
田
喜
久
治

1

森
下
氏
の
反
論
に
か
ん
れ
ん
し
て

利
子
生
み
資
本
と
資
本
の
物
神
性
(
上
〉

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
寺

白

稔

i
宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
よ
せ
て

l

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
(
四
)
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
井

上

周

八

!
日
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て

i

青
年
リ
ス
ト
と
ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
合
一
)
:
:
・
:
j
j
i
-
-
・
:
小
林
昇

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
ハ
八
)
j
i
-
-
j
i
-
-
:
山
本
二
三
丸

-
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義

l

研
究
ノ
!
ト

資
産
論
研
究
・
.................... ----------
.................... ・・・茂木

i
戦
後
、
会
計
学
の
再
建
過
程
に
お
け
る

「
資
産
本
質
論
争
」
を
中
心
と
し
て
|

書

評

井
上
周
八
著
『
日
本
資
本
主
義
の
米
価
問
題
』

j
j
i
-
-
・
:
白
川

澄
虎
雄清



第
二
十
三
巻

論

文

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程
(
上
・
:
水
谷

ー
流
動
資
本
と
固
定
資
本
の
諸
規
定
の
検
討
を
中
心
と
し
て

i

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
企
業
構
想
つ
一
)
:
:
:
:
j
i
-
-
大
河
内
暁
男

ー
マ
シ
ュ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
場
合

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
(
主
)
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
井
上
周
八

l
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
|

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
九
〉
:
j
i
-
-
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

利
子
生
み
資
本
の
物
神
性
(
下
)
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
・
寺
田
稔

ー
宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
よ
せ
て
|

第
二
十
三
巻
第
三
号
昭
和
四
十
四
年
十
一
一
月

論

文

会
計
史
方
法
論
の
検
討
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:茂
木

虎

雄

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
(
六
)
:
:
・
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
井
上
周
八

ー
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
!

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
十
)
:
:
:
・

j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

-
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

研
究
ノ

l
ト

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
上
〉

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
-
J
i
-
-中
内

ー
従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再
編
過
程
|

第
二
十
三
巻
第
四
号
田
和
四
十
五
年
一
月

第
二
号

昭
和
四
十
四
年
七
月

謙
治

清
人

論

文

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る
資
本
の
流
通
過
程
(
下
)
・
:
水
谷

-
流
動
資
本
と
回
定
資
本
の
諸
規
定
の
検
討
を
中
心
と
し
て

l

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
(
七
)
・

:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:井
上

周

八

自
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
「

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
十
一
)
:
:
j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

ー
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

研
究
ノ

l
ト

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)
・
:
・
:
:
:
:
:
:
・

j
i
-
-
-
中

内

清

人

ー
従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再
編
経
過

書

評

小
林
威
雄
著
『
貨
幣
の
基
礎
理
論
』
・

j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
・
遠
藤
茂
雄

F
・
シ
ェ

l
ラ
l
著
・
戸
田
義
郎
監
訳
・
安
平
昭
二
訳

『
複
式
簿
記
の
基
礎
理
論
』

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-茂
木

虎

雄

第
二
十
四
巻
第
一
号
昭
和
四
十
五
年
五
月

論

文

権
限
の
源
泉
に
つ
い
て

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
三
戸
公

産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
減
価
償
却
の
成
立
過
程
・
:
大
河
内
暁
男

ー
ボ
ウ
ル
ト
ン
・
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
の
事
例
i

浅
合
勘
定
論
の
学
説
史
的
吟
味
・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:茂
木

虎

雄

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
完
)
:
:
:
・
j
i
-
-
・
:
山
本
二
三
丸

教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
(
八
・
完
〉
・

:
:
:
j
i
-
-
-
:
:井
上

五
八
七

謙
治

周
)i. 



ー
白
杉
庄
一
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て

i

書

評

茂
木
虎
雄
著
『
近
代
会
計
成
立
史
論
』

:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
井
上

資

料

「
大
学
問
題
」
に
か
ん
す
る
経
済
学
部
資
料
:
:
j
i
-
-
経
済
学
部
教
授
会

i
一
九
六
九
年
五
月

t
一
九
七

O
年

|

第
二
十
四
巻
第
二
号
昭
和
四
十
五
年
八
月

論

文

経
済
学
に
お
け
る
形
態
規
定
と
は
な
に
か
(
一
)
:
:
:
:
:
:
山
本
二
一
一
一
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
宇
野
理
論
」
の
性
格
規
定
|

ジ
ョ
ウ
ジ
フ
・
マ
ッ
シ
i
の
学
史
的
位
置
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
小
林

!
一
ニ
上
隆
三
『
近
代
利
子
論
の
成
立
』

(
一
九
六
九
年
・
未
来
社
)
に
よ
せ
て

i

サ
イ
モ
ン
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
論
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
j
i
-
-
二一戸

「
価
値
形
態
論
」
論
争

:
:
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
井
上

低
開
発
国
の
経
済
発
展
と
国
家
資
本
主
義
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
舟
羽

ー
「
非
資
本
主
義
的
発
展
の
道
」
論
の
検
討
|

混
合
勘
定
論
の
学
説
史
的
吟
味
合
一
)
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
茂
木

ー
「
人
的
勘
定
学
説
」
を
中
心
と
し
て

i

研
究
ノ

l
ト

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
お
け
る

再
生
産
論
に
関
す
る
諸
論
述
の
検
討
:
:
-
j
i
-
-
:
水
谷

評

書

克周
治八公

虎
雄

謙
治

五
八
八

清

敷
田
謹
二
著
『
管
理
会
計
批
判
i

戦
後
日
米
資
本
主
義
史
と
蓄
積
手
段
|
』
・
:
:
:
:
野
村

和
田
八
束
著
『
現
代
日
本
の
地
方
財
政
』

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
坂
本

下
坂
源
太
郎
教
授
記
念
号

第
二
十
四
巻
第
三
号
昭
和
四
十
五
年
十
二
月

論

文

「
資
金
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
・
・
:
・
:
j
i
-
-
:
:
・
-
小
林

l
宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
よ
せ
て

i

ス
ミ
ス
の
「
価
値
論
」
と
「
地
代
論
」

:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
:
井
上
周
八

経
済
学
に
お
け
る
形
態
規
定
と
は
な
に
か
つ
一
)
:
:
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

い
わ
ゆ
る
「
宇
野
理
論
」
の
性
格
規
定
「

低
開
発
国
の
経
済
発
展
と
国
家
資
本
主
義
つ
一
)
:
:
:
:
:
:
丹
羽

「
非
資
本
主
義
的
発
展
の
道
」
論
の
検
討
i

混
合
勘
定
論
の
学
説
史
的
吟
味
合
一
)
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
茂
木

「
物
的
勘
定
学
説
」
を
中
心
と
し
て

研
究
ノ

l
ト

戸

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
)
:
:
・
:
・
:
:
:
敷
四

マ
ル
ク
ス
の
株
式
会
社
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
j
i
-
-
:
:
:
・
寺
田

ー
中
村
通
義
氏
の
所
説
に
よ
せ
て
|

下
坂
源
太
郎
教
授
略
歴

第
二
十
四
巻
第
四
号

藤
田
武
夫
教
授
記
念
号

論

文

忠秀
次和

威
雄

昇

克
治

虎
雄

建
二稔

昭
和
四
十
六
年
一
月



経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
一

)
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
山
本
二
三
丸

い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

i

自
由
論
・
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
・

三

戸

公

ー
ド
ラ
ッ
カ
ー
研
究
の
う
ち

l

「
遊
休
資
金
一
に
つ
い
て
・
・
・
・

:
J
i
-
-
:
-
a
i
-
-
:
・
:
:
:
小
林
威
雄

宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
よ
せ
て

リ
カ
ー
ド
の
「
価
値
論
」
と
「
地
代
論
」
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
井
上
周
八

低
開
発
国
の
経
済
発
展
と
国
家
資
本
主
義
合
一
)
:
j
i
-
-
:
丹

羽

克

治

ー
「
非
資
本
主
義
的
発
展
の
道
」
論
の
検
討

藤
田
武
夫
教
授
略
歴
・
業
績
目
録

第
二
十
五
巻
第
一
号
昭
和
四
十
六
年
五
月

論

文

近
代
的
協
同
組
合
に
関
す
る
一
考
察
;
:
j
i
-
-
:
:
:
・
・
:
・
岡
野
昇
一

転
換
期
の
米
価
・
食
管
制
(
上
)
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
井
上
局
八

全
般
的
機
論
の
方
法
(
上
)
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
久
保
田
順

ー
戦
後
世
界
経
済
分
析
の
基
本
的
視
座

i

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
つ
一
)
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
山
本
二
三
丸

!
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

研
究
ノ

i
ト

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
つ
一
)
:
・
:
:
:
:
:
:
敷
田

書

評

西
川
考
治
郎
著
『
日
本
簿
記
史
談
』

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
茂
木

大
崎
平
八
郎
・
久
保
田
順
著

最重虎
雄

『
世
界
経
済
論
|
体
制
危
機
の
展
開
過
程
|
』
:
:
:
・
:
清
水

荒
川
邦
寿
著
『
日
本
の
会
社
財
務
諸
表
』

『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
会
計
理
論
』
・
j
i
-
-
:
・
河
合
信
雄
・
加
藤
盛
弘

和
田
八
束
著
円
現
代
租
税
論
』

j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
北

野

弘

久

第
二
十
五
巻
第
二
号
昭
和
四
十
六
年
七
月

論

文

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」

の
考
究
(
一
〉

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
:
水

谷

謙

治

経
済
と
政
治
の
関
連
の
問
題
全
己
:
・
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

l

転
換
期
の
米
価
・
食
管
制
(
下
)
:
j
i
-
-
・:
:
:
:
J
i
-
-
井
上

低
開
発
国
の
経
済
発
展
と
国
家
資
本
主
義
(
完
)
・
:
:
:
:
:
丹
羽

ー
「
非
資
本
主
義
的
発
展
の
道
」
論
の
検
討
|

第
二
十
五
巻
第
三
号
昭
和
四
十
六
年
十
一
月

小
川
徳
治
教
授
記
念
号

論

文

現
代
ホ
テ
ル
企
業
:
:
・

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
品
回

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
(
一
)
・
:
j
i
-
-
-
宮
川

価
値
尺
度
に
つ
い
て
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
小
林

i
宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
よ
せ
て
|

単
純
労
働
j
i
-
-
j
i
-
-

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
四
〉

五
八
九

嘉
治j

党周
治八

誠
平

威
雄澄

-
山
本
二
三
丸



ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|

ラ
ン
ト
オ
ニ
イ
修
道
院
の
地
代
帳
-
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
:
:
:
・
鵜
川

研
究
ノ

I
ト

『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
一
)
・
:
井
上

擬
制
資
本
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
・
:
J
i
-
-
:
i
j
i
-
-
:
:
・
:
寺
田

株
式
会
社
の
資
本
と
の
関
連
を
中
心
に
し
て

l

戦
後
日
本
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
中
内

資

料

日
本
会
計
史
論
の
展
開
と
課
題
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
茂
木

研
究
史
と
展
望
!

第
ニ
十
五
巻
第
四
号
昭
和
四
十
七
年
二
月

論

文

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
五
)
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

l

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」

の
考
究
(
二
〉
:
・

:
j
i
-
-
:
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-水
谷

謙

治

全
般
的
危
機
論
の
方
法
(
中
)
・
:
:
・
:
:
・
:
:
:
:
・
・
・
・
・
久
保
田
順

戦
後
世
界
経
済
分
析
の
基
本
的
規
座
|

研
究
ノ
!
ト

司
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
つ
一
〉
・
:
井
上

資

料

「
高
度
経
済
成
長
」
過
程
に
お
け
る
播
州
機
業
:
:
:
:
:
:
・
中
内

第
二
十
六
巻
第
一
号
岡
山
和
田
十
七
年
五
月

周
稔/¥.

清
人

虎
雄

周
/¥. 

清
人

五
九
O

馨

論

文

荷
業
利
潤
補
論
・
・
........................................ ・
・
・
・
・
・
・
・
・
井
田
喜
久
治

ー
流
通
費
と
物
価
の
根
本
問
題
i

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
つ
一
)
・
・
・
:
・
:
宮
川
澄

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」

の
考
究
会
一
)
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
水
谷
謙
治

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題

2
0
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
・
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
i

研
究
ノ

l
ト

『
資
本
制
生
産
に
発
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
三
)
・
:
井
上
周
八

第
二
十
六
巻
第
二
号
昭
和
四
十
七
年
七
日
バ

論

文

重
商
主
義
か
ら
重
金
主
義
へ
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
:
小
林
昇

ー
川
島
信
義
者
『
ス
テ
ュ
ア

1
ト
研
究
』
に
つ
い
て
|

不
熟
練
労
働
:
・
:
:
:
・

-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・
:
大
木
務
次

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る

「
労
働
疎
外
」
の
考
究
(
四
)
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-水
谷

謙

治

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
七
〉
・

j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
山
本
一
一
三
丸

!
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
(
二
己
・

:
j
i
-
-
-宮
川

研
究
ノ

l
ト

澄



ド
イ
ツ
会
計
理
論
の
現
代
的
却
応
・
.................... ・・・・・・・・・荒川

「
中
小
経
営
存
続
・
更
新
説
」
批
判
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
中
内

ビ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
株
式
会
社
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
:
・
寺
田

ー
株
主
と
貨
幣
資
本
家
の
関
係
を
中
心
に
つ
い
て
|

帝
国
主
義
把
握
の
基
本
的
視
角
:
:
:
・
:
:
:
:
・
:
:
:
・
:
:
・
古
田
秋
太
郎

『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
四
)
・
:
井
上
周
八

書

評

山
本
二
三
丸
著
『
経
済
学
概
論
』
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
久

野

重

明

宇
治
田
富
造
著
司
重
商
主
義
植
民
地
体
制
論
E
』
-
-
j
i
-
-
:
宮

野

啓

二

荒
川
邦
寿
著
『
企
業
会
計
の
基
礎
理
論
』

:
:
:
j
i
-
-
:
:
服

部

俊

治

第
二
十
六
巻
第
三
号
昭
和
四
十
七
年
十
二
月

論

文

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」

の
考
究
(
五
)
:
:
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
i
j
i
-
-
:
・
:
水
谷
謙
治

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
八
)
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
山
本
二
三
丸

い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|

研
究
ノ

l
ト

『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
:
井
上

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)
:
:
:
:
:
:
:
敷
田

書

評

敷
田
礼
二
一
編
『
企
業
簿
記
批
判
』

:
:
i
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
酒
井

第
二
十
六
巻
第
四
号
昭
和
四
十
八
年
一
月

文

弓品
長岡

清邦
稔人寿

漣周
二八

文
雄

人
間
、
そ
の
行
動
・
・
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
・・
:
j
i
-
-
:
士
一
戸

バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
の
基
礎
|

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
九
)
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
山
本
二
三
丸

|
い
わ
ゆ
る
「
イ
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
l

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
(
四
)
・
:
:
:
:
:
宮
川
澄

資
本
制
的
生
産
様
式
に
お
け
る
「
労
働
疎
外
」

の
考
究
会
冗
)
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
水

谷

謙

治

研
究
ノ

i
ト

『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』

に
つ
い
て
(
六
・
完
)
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
井

上

周

八

第
二
十
七
巻
第
一
号
昭
和
四
十
八
年
五
月

論

文

産
業
に
お
け
る
官
僚
制
の
成
立
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
三

戸

公

1

マ
ル
ク
ス
の
所
論
を
中
心
と
し
て

l

「
労
働
時
間
」
と
「
価
値
」
・
:
:
-
J
i
-
-
:
・j
i
-
-
j
i
-
-
:
井

上

周

八

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
)
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
1

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
(
五
)
:
:
・
・
:
宮
川
澄

第
二
十
七
巻
第
二
号
昭
和
四
十
八
年
七
月

論

文

商
業
労
働
・
・
・
・.......................................••......... 

・
・
・
井
田
喜
久
治 公

五
九



!
「
流
通
革
命
」
の
理
論
的
基
礎
づ
け
の
た
め
に
|

全
般
的
危
機
論
の
方
法
(
下
)
・
:
:
・
:
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
久
保
田

-
戦
後
世
界
経
済
分
析
の
基
本
的
視
座
|

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
一

)
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
-
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の

形
成
過
程
と
近
代
法
学
の
継
受
(
六
)
:
-
j
i
-
-
-
宮

川

澄

刑
法
「
改
正
」
と
労
働
者
及
び
労
働
組
合
の
権
利
(
一
)
・
:
宮
島
尚
史

ー
近
代
刑
法
の
反
労
働
者
的
本
質
l

第
二
十
七
巻
第
三
号
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

論

文

程
税
特
別
措
置
批
判
:
:
j
i
-
-
:
・:・・・:・

:
:
j
i
-
-
-和
田

八

束

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
・
井
田
喜
久
治

ー
商
業
労
働
の
正
し
い
把
握
の
た
め
に

l

刑
法
・
少
年
法
「
改
正
」
と

労
働
者
及
び
労
働
組
合
の
権
利
つ
一
)
・

:
j
i
-
-
:
・
宮
島
尚
史

|
近
代
刑
法
の
反
労
働
者
的
本
質
l

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
二

)
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
山
本
二
三
丸

ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

l

日
本
に
お
け
る
所
有
権
意
識
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